
　自動車の運転やスポーツ，家事など，さまざまな
日常生活場面において，私たちは視野内すべての情
報を認識しているのではなく，ごく限られた注意を
向けている範囲の情報のみを認識しています．この
ような視野範囲は，有効視野とよばれます．一般に
よく知られている視野は，眼を動かさずに見ること
ができる範囲（水平方向に 200度，垂直方向に 130

度程度の範囲；図 1参照）として定義され，網膜で
の視細胞の分布などとの対応がみられます．一方，
有効視野は特定の視覚課題（例えば読書など）が可
能な視野範囲として定義され，生理的なメカニズム
というよりも，むしろ機能的な観点から定義されま
す．そのため，読書時の有効視野，自動車運転時の
有効視野，スポーツ時の有効視野などのようによば
れます．これまでの研究において，有効視野の広い
人は狭い人に比べて，例えば自動車の運転において
の事故率が低いこと1）などが報告されており，特に
交通心理学の領域において，活発な研究が行われて
います．今回は，この有効視野について，基本特性
およびその測定方法を紹介したいと思います．

1. 有効視野の空間的・時間的特性

　有効視野の特性は，おもに範囲や形状といった空
間特性と，有効視野内の情報処理に必要な時間と
いった時間特性の 2 種類に分類されます．ここで
は，これらの特性について解説します．
　視野に比べて有効視野の範囲は狭く，最大でも直
径 20 度程度 2）と考えられています（図 1）．ただ
し，有効視野の大きさは年齢や課題に対する習熟度
合い，また測定に用いる課題など，さまざまな要因
によって変化することから，上述の大きさについて
はあくまでも目安として考える必要があります．通
常，有効視野の範囲に関する研究では，例えば，若
齢者群と高齢者群，または自動車運転の熟練者群と
未熟練者群などの被験者群を設定し，群間の違いを
調べることをおもな目的とします．
　有効視野の形状は，視野同様，単純な円形という
よりも，垂直方向より水平方向に広い横長な楕円形

をしていると考えられています 3）．また，水平方向
では左右においてその形状に違いはないとされてい
ますが，垂直方向については，上方向より下方向に
おいて有効視野が広いことが報告されています 3）．
　少数ではありますが，有効視野内の情報がどのよ
うな時間特性で処理されるのかについての研究がな
されています．そのような研究の知見によれば，特
にアルファベットのような文字や単純な刺激を用い
た場合にはおよそ 50 ms以内で処理され 4），風景な
どのような複雑な視覚情報を用いた場合には 150 

ms程度であるとされています 5）．

2. 有効視野の測定方法

　有効視野を測定する手法は，おもに有効視野課題
を用いる方法と動的視野制限法の 2種類に分類され
ます．ここではこれらの手法について解説します．
　研究によって有効視野課題にはバリエーションが
ありますが，一般に私たちが日頃さまざまな場面に
おいて体験する視覚課題（視野中心でさまざまな視
覚情報処理を行いながら視野周辺の刺激を検出す
る）を模擬した課題を用います．課題では，視野の
中心に文字などを短時間（100 ms程度）提示すると
同時に，視野周辺に光点を提示し，文字の同定（中
心課題）と光点の定位（周辺課題：方向または位置
を答える）を観察者に行わせます．得られた周辺課
題の成績（正答率）より，有効視野の範囲や形状を
特定します（図 2参照）．
　この手法では，比較的単純な視覚刺激のみを用い
ることから，刺激の厳密な統制が可能であるという
メリットがあります．一方で，単純な刺激への反応
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図 1　視野と有効視野．



がどの程度現実場面での有効視野を反映しているの
か，という問題が挙げられています 2）．
　動的視野制限法は，近年のコンピューターの画像
処理能力の向上や視線計測技術の向上によりその容
易な実用が可能となった，比較的新しい手法といえ
ます．この手法では，観察者の視線位置を計測し，
その得られた視線位置を中心として視覚情報を制限
するマスク刺激（窓）を提示します（図 3）．マスク刺
激は視線の移動に合わせて移動することから，常
に，現在視線を向けている場所から一定の範囲の情
報のみが視認可能となります．このような状況にお
いて，観察者は，例えばドライビングシミュレー
ター上で運転を行う，またはビデオゲームを行うと
いった課題を行い，その成績（事故の回数やゲーム
スコアなど）を計測します．もし，窓の大きさが観
察者の有効視野よりも狭い場合には，課題に必要な
情報が十分に得られないため，課題成績は低下しま
す．一方，窓が大きくなると，それに伴い必要な情
報が多く得られるため，課題成績が上昇します．し
かし，窓が有効視野よりも大きくなった場合には，
有効視野の定義より（課題に関連する視野範囲），
成績が向上しなくなると考えられます．つまり，こ

の成績が向上しなくなったときの窓の大きさを特定
することにより，有効視野の大きさを計測すること
が可能となります．
　この手法の特色は，現実的な課題をそのまま用い
ることができる点と，ディスプレイ上で再現できる
課題であればどのような課題にも適用可能である点
にあります．しかし，1試行の計測に数分程度を必
要とする上に，厳密な測定には多くの試行を必要と
するため，長時間にわたる実験が必要となるという
問題があります． 

3. 有効視野研究の展望

　以上，本稿では有効視野の特性とその測定手法に
ついて紹介しました．有効視野の研究は比較的新し
い研究であるといえます．しかし，自動車運転場面
での事故防止や高齢者の転倒防止，さらにはユー
ザー中心での照明環境設計や映像機器の開発など，
さまざまな状況において有効視野は重要な知見とな
ると考えられ，今後さらなる発展が期待されます．

（立命館大学　瀬谷安弘）
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図 2　有効視野課題と周辺課題成績の例 6）．

図 3　動的視野制限法の概略 2）．


